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商
店
街
も

一
気
に
お
ま
つ
リ
気
分
 

子
ど
も
ら
が
作
っ
た
 

金
魚
ね
ぷ
た
飾
り
付
け
 

子宝祝金を代表して受け取った小野安子さんと安寿美ちゃん 

少
子
化
対
策
で
六
月
に
条
例
制
定
 

子
碑声
宝

祝

金
 
贈
呈
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市
で
は
、
市
の
人
口
の
自
然
増
を
願

い
な
が
ら
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
 

も
の
出
産
を
祝
う
と
と
も
に
健
や
か
な
 

子
ど
も
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
 

子
宝
祝
金
条
例
を
今
年
六
月
に
制
定
し
 

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
市
内
に
一
年
 

以
上
居
住
し
て
い
る
か
、
今
後
居
住
す

る
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
赤
ち
ゃ
ん
が

生
れ
た
場
合
に
、
 一
子
に
つ
き
二
万
円

を

一
律
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

支
給
の
対
象
は
本
年
の
一
月
一
日
以

降
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
 

市
役
所
で
行
わ
れ
た
11
1
十
五
組
の
親

子
が
出
席
し
た
贈
呈
式
に
は
、
成
田
市

長
か
ら
「
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
社

会
の
活
力
、
市
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い

く
昨
今
、
そ
ん
な
中
で
出
産
し
た
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整

備
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
 

三
十
五
組
を
代
表
し
、
二
月
に
生
れ

た
市
内
戸
沢
の
会
社
員
小
野
潤
（
三
十

四
）
さ
ん
の
長
女
安
寿
美
ち
ゃ
ん
に
市

長
か
ら
の
お
祝
い
金
を
贈
り
、
受
け
取

っ
た
母
の
安
子
さ
ん
は
 
「使
い
道
は
特

に
考
え
て
い
な
い
が
、
子
ど
も
の
た
め

に
使
い
た
い
」
 
と話
し
て
い
ま
し
た
。
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
に
よ
る
と
六
月
末

の
祝
金
申
請
者
は
、
百
六
十
二
人
で
今

後
は
、
同
課
の
窓
口
で
受
付
と
支
給
を

行
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
当
初
予
算
に
祝
い
金
六
百
 

．十
五
人
分
の
千
二
百
五
十
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
 

贈
呈
式
に
参
加
し
た
方
に
聞
き
ま
し

た
。
 

●

山
形
仁
人
さ
ん
の
次
女
遥
香
ち
ゃ
ん
 
 

三
月
八
日
生
れ

（
母育
子
さ
ん
談
）
 

「大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
子
ど
も

に
何
か
買
っ
て
や
り
た
い
」
 

●

加
納
君
章
さ
ん
の
三
男
情
偉
ち
ゃ
ん
 

二
月
二
十
八
日
生
れ
 

（
母
真
貴
さ
ん談
）
 

「三
人
目
の
子
ど
も
で
お
金
が
か
か
 

る
時
期
に
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
 

●

藤
田
輝
さ
ん
の
次
女
珠
梨
ち
ゃ
ん

三
月
二
十
五
日
生
れ
 

（母
真
紀
子
さ
ん
談
）
 

「も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
も
ら
え
た
ら

よ
か
っ
た
。
二
人
目
な
の
で
」
 

●

成
田
智
伸
さ
ん
の
長
女
悠
里
ち
ゃ
ん

四
月
十
五
日
生
ま
れ
 

（
母美
穂
さ
ん
談
）
 

「大
変
あ
り
が
た
い
。
と
て
も
助
か

り
ま
す
0
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
」
 

と
皆
さ
ん
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

市
内
の
九
小
学
校
の
児
童
や
一
一保
育

園
の
園
児
ら
が
作
っ
た
金
魚
ね
ぷ
た
が

立
侵
武
多
運
行
コ
ー
ス
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
学
校
関
係
者
な
ど
に
よ
っ
て
飾
ら
れ

商
店
街
は
一
気
に
お
祭
気
分
に
な
り
夏

ま
つ
り
を
待
つ
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
五
月
に
ね
ぷ
た
講
演
会
を

開
き
、
六
月
か
ら
各
学
校
を
順
番
に
訪

れ
金
魚
ね
ぷ
た
作
り
を
指
導
し
て
き
ま

し
た
。
 

子
ど
も
達
の
自
由
発
想
で
作
ら
れ
た

七
百
個
の
金
魚
ね
ぷ
た
は
、
七
月
二
十
 

」
百
か
ら
八
月
二
十
二
日
ま
で
総
長
約

一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
道

行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

少
子
化
対
策
で
六
月
に
条
例
制
定
 

子

宝

祝

金
 
贈
呈
 

子宝祝金を代表して受け取った小野安子さんと安寿美ちゃん 

市
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口
の
自
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を
願
 
子
ど

も
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育
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を
図
る
こ
と
を
目
的
に

い
な
が
ら
次
世
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の
社
会
を
担
う
子
ど
 

子
宝
祝
金
条
例
を
今
年
六
月
に
制
定
し

も
の
出
産
を
祝
う
と
と
も
に
健
や
か
な
 

ま
し
た
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こ
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一
年
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市
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二
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育
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学
校
関
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者
な
ど
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よ
っ
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飾
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街
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市
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、
五
月
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た
講
演
会
を
 

よ
か
っ
た
。
二
人
目
な
の
で
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開
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、
六
月
か
ら
各
学
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を
順
番
に
訪
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智
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さ
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金
魚
ね
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作
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を
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て
き
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以
上
居
住
し
て
い
る
か
、
今
後
居
住
す

る
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
赤
ち
ゃ
ん
が

生
れ
た
場
合
に
、
 一
子
に
つ
き
二
万
円

を

一
律
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

支
給
の
対
象
は
本
年
の
一
月
一
日
以

降
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
 

市
役
所
で
行
わ
れ
た
三
十
五
組
の
親

子
が
出
席
し
た
贈
呈
式
に
は
、
成
田
市

長
か
ら
「
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
社

会
の
活
力
、
市
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い

く
昨
今
、
そ
ん
な
中
で
出
産
し
た
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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こ
れ
か
ら

も
安
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し
て
子
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し
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す
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環
境
整
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！
子
ど
も
た
ち
自
ら
火
の
用
 

【
尻
無
町

内
会
青
 

 

善
意
の
花
か
ご
 

 

地
域
集
会
で
の
要
求
要
望
の
達
成
率
約
7
0%（
平
成1
2年度
分
）
 

ル
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
 

五
所
川
原
市
地
域集
会
開
催
 

平
成
十
三
年
度
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

五
所
川
原
市
地
域
集
会
が
、
七
月
五
日

の
梅
沢
地
区
か
ら
十
七
日
の
小
曲
地
区

ま
で
市
内
十
三
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

地
域
集
会
は
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
住
み
良
い
ま
ち
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た

め
地
域
の
方
々
と
直
接
話
し
各
地
区
の

問
題
点
や
要
望
、
要
求
を
聴
き
、
そ
れ

を
で
き
る
だ
け
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

各
会
場
に
は
、
成
田
市
長
は
じ
め
、
 
 

岩
見
助
役
ほ
か
各
部
課
長
が
出
席
し
、
 

集
ま
っ
た
市
民
か
ら
道
路
や
除
排
雪
関

係
の
要
望
か
ら
立
侵
武
多
の
館
に
は
じ

ま
る
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
要
望
や
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
 

ー
つ
ひ
と
つ
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昨
年
の
地
域
集
会
要
望
件
数

三
百
五
十
七
件
の
う
ち
、
処
理
し
た
り

着
手
し
た
件
数
は
、
二
百
四
十
五
件
で

全
体
の
約
七
割
の
市
民
の
要
望
に
市
で

は
対
処
し
ま
し
た
。
 

し
月
三
日
か
ら
情
報
通
信
技
術
講
習

一l
T
講
習
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

同
講
習
は
、
市
民
に
対
し
I
T
基
礎

技
術
を
広
く
共
有
さ
せ
る
た
め
行
わ
れ
、
 

一
一
十
歳以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受
講

で
き
ま
す
。
 

講
座
数
は
全
部
で
百
十
五
講
座
あ
り
、
 

図
書
館
、
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
 

支
所
が
あ
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

受
講
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操

作
や
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
、
E
メ
ー
ル
の
つ
な
ぎ
方
な
ど

基
本
的
な
も
の
で
す
。
 

参
加
者
か
ら
は
、
「難
し
い
と
思
っ

た
け
れ
ど
い
っ
た
ん
手
を
か
け
た
ら
面

白
い
」
と
か
「
機
械
お
ん
ち
な
の
で
操

作
で
き
な
い
と
思
っ
た
が
意
外
と
や
さ

し
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
」
 
な
ど様
々

な
反
響
が
出
て
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
来
年
の
二
月
ま

で
講
座
を
続
け
ま
す
の
で
ま
だ
受
講
さ

れ
て
無
い
方
は
教
育
委
員
会
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
先
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
 
5
5
5
'
5
5
6
ま
で
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
一
一十
四
日
ま
で

尻
無
町
内
会
青
年
部
（
新
谷
良
昭
部
長
）
 

は
、
夏
休
み
の
防
火

・
非
行
予
防
防
止

の
た
め
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
は
、
平
成
八
年
に
発
足
し

て
以
来
毎
年
巡
回
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
特
に
地
域
の
和
を
大
切
に

し
毎
回
五
十
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
自
ら
防
火
予
防
を
行
い
、
 

火
事
の
お
こ
ら
な
い
ま
ち
を
願
い
な
が

ら
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 
 5

ど
う
も
あ
り
が
と
う
「」ざ
い
ま
した
5
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
岩
木
納
豆
本
舗
（
川
浪
真
三
郎
代
表
）
 

H
寄
贈
（
納
豆
六
十
個
）
。
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工
藤
茂
 

雄
代
表
取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
納
 

豆
七
十
二
個
）
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
成
田
昭
さ
ん

（市
内
小
曲
字
沼
田
11
1
 

五
ー
二
）
H
十
万
円

（
香典
の
一
部
）
。
 

⑨
立
侵
武
多
の
館
ヘ

・
 

〇
斎
藤
玲
子
さ
ん

（
東
京都
杉
並
区
）
 

H
五
万
円
。
 

★
お
詫
び
と
訂
正

（広
報
7
月
1
5日
号
）
 

3
P
江
渡
常
雄
さ
ん
→
江
渡
宗
稚
さ
 

ん
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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分
）
 

 

 

 

善
意
の
花
か
ご
 

  

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
日
指
し
 

五
所
川
原
市
地
域
集
会開
催
 

平
成
十
三
年
度
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

五
所
川
原
市
地
域
集
会
が
、
七
月
五
日

の
梅
沢
地
区
か
ら
十
七
日
の
小
曲
地
区

ま
で
市
内
十
三
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

地
域
集
会
は
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
住
み
良
い
ま
ち
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た

め
地
域
の
方
々
と
直
接
話
し
各
地
区
の

問
題
点
や
要
望
、
要
求
を
聴
き
、
そ
れ

を
で
き
る
だ
け
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

各
会
場
に
は
、
成
田
市
長
は
じ
め
、
 
 

］石
見
助
役
ほ
か
各
部
課
長
が
出
席
し
、
 

集
ま
っ
た
市
民
か
ら
道
路
や
除
排
雪
関

係
の
要
望
か
ら
立
侵
武
多
の
館
に
は
じ

ま
る
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
要
望
や
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
 

ー
つ
ひ
と
つ
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昨
年
の
地
域
集
会
要
望
件
数

三
百
五
十
七
件
の
う
ち
、
処
理
し
た
り

着
手
し
た
件
数
は
、
二
百
四
十
五
件
で

全
体
の
約
七
割
の
市
民
の
要
望
に
市
で

は
対
処
し
ま
し
た
。
 

七
月
三
日
か
ら
情
報
通
信
技
術
講
習
 

(
I
T講
習
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

同
講
習
は
、
市
民
に
対
し
I
T
基
礎

技
術
を
広
く
共
有
さ
せ
る
た
め
行
わ
れ
、
 

一
一
十
歳以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受
講

で
き
ま
す
。
 

講
座
数
は
全
部
で
百
十
五
講
座
あ
り
、
 

図
書
館
、
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
 

支
所
が
あ
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

受
講
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操

作
や
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
、
E
メ
ー
ル
の
つ
な
ぎ
方
な
ど

基
本
的
な
も
の
で
す
。
 

参
加
者
か
ら
は
、
「難
し
い
と
思
っ

た
け
れ
ど
い
っ
た
ん
手
を
か
け
た
ら
面

白
い
」
と
か
「
機
械
お
ん
ち
な
の
で
操

作
で
き
な
い
と
思
っ
た
が
意
外
と
や
さ

し
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
」
 
な
ど様
々

な
反
響
が
出
て
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
来
年
の
一
一月
ま

で
講
座
を
続
け
ま
す
の
で
ま
だ
受
講
さ

れ
て
無
い
方
は
教
育
委
員
会
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
先
 

教
育
委
員
会
生
泊
学
習
課
 

内
線
 
5
5
5
'
5
5
6
ま
で
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

尻
無
町
内
会
青
年
部
（
新
谷
良
昭
部
長
）
 

は
、
夏
休
み
の
防
火

・
非
行
予
防
防
止

の
た
め
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
は
、
平
成
八
年
に
発
足
し

て
以
来
毎
年
巡
回
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
特
に
地
域
の
和
を
大
切
に

し
毎
回
五
十
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
自
ら
防
火
予
防
を
行
い
、
 

火
事
の
お
こ
ら
な
い
ま
ち
を
願
い
な
が

ら
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 
 5

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
岩
木
納
豆
本
舗
（
川
浪
真
三
郎
代
表
）
 

H
寄
贈

（納
一
呈ハ
十個
）
。
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
エ
藤
茂

雄
代
表
取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
納

豆
七
十
二
個
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o
成
田
昭
さ
ん

（市
内
小
曲
字
沼
田
11
1
 

五
ー
二
）
H
十
万
円

（香
典
の
一
部
）
。
 

⑥
立
侯
武
多
の
館
ヘ

・
 

〇
斎
藤
玲
子
さ
ん

（
東
京都
杉
並
区
）
 

H
五
万
円
。
 

★
お
詫
び
と
訂
正
（
広
報
7
月
1
5日
号
）
 

3
P
江
渡
常
雄
さ
ん
→
江
渡
宗
稚
さ

ん
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

T
圏
習
い
よ
い
よ
 

 

ま
る
 

 

し
メ
」
編
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男女平等に社会参画するには何が必要か 
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学校教育における男女平等致育の

女性の社会的自立をめざす学級や講座の

男性に対する息鳳吉発活動など、女性問．についての啓異

福祉臓康者曲や女性に間する篇合的な，’などに図する相註且撤

行政の‘議会に女性要員をふやすなどの行政への女性の参画ロ

地域活動やポランティア活動の

国際交流の

職場における男女格差の是正や女性の労働条件の

農山魚村における女性の社会環境の

育児、保育環境の

高齢者や障害者の家庭介護支援体制の

母子、父子世帯や寡婦世帯の生活の

県窓口との連携

そ 

特に

回答 

ひと 	ひと 

女と男互いに人権を尊重 

五所1iII, 男女共同参画プラン 

前回は、4つある基本目標を説明しましたが、今回からはそれぞれの主要課題について具体的にお知

らせします。 
最初の基本目標1の「男女共同参画のための意識づくり」には「性別役割分担の意識の是正」、「人権

及び性の尊重」、「教育・学習の推進」の3つの主要課題があります。 

基本目標1 男女共同参画のための意識づくり 

主要課題1 ⑥性別役割分担意識の是正 

「男は仕事・女は家事、育児、介護」、「男は主・女は従」といった男女の固定的な役割分担意識が日

常の生活習慣の中に浸透しています。 

家事・育児・介護は女性の責任とする意識があり、市民の意識調査の結果でも、男女共同参画社会の

実現には性別役割分担意識の改善が 

支持されています。 	 男女平等に社会参画するには何が必要か

固定的役割分担意識が男女の生き 学校教育にお‘ナる男女平等致育の推進 ーー 

方の多様化、とりわけ女性の社会進 男性言器認器を篇認ご驚鷲ー 

出皇？な現奮？墜2変但烈応 器慧纂；器恐器；器器~ Jぐ 

す。 
「男」「女」 という理由で制約を受

けることなく、男女が家庭生活、社

会生活を営む中、お互いに対等なパ 

ートナーとして主体性を持った生き

方を得るためには人権の尊重を前提

とした意識改革が必要です。 

  

男女共同参画に関する意識調査（HiD. 五所川原市教育委員会） 
職場における男女格差の是非や女性の労働条件の改善が男女ともトップで37.4％。次に育児
保育環境の整備、高齢者や障害者の家庭介護支援体制の充実となっており、法律面や制度面
でもだいぶ充実してきているので今後は、慣習や意識に関わることを見直すことが必要です。 主要課題2 ⑥人権及び性の尊重 

性別に基づく差別、暴力、商品化はとりわけ女性が対象となる場合が多く、身体的、性的そして心理

的に苦痛をもたらす行為であり重大な人権侵害というべきであります。ドメスティック・バイオレンス、 

セクシャルハラスメントも同様です。 

最近は、男性がセクハラの被害者になる場合もあり、男女がお互いの人格を尊重し対等なパートナー 

であるという意識を持つことが必要です。女性は暴力を受けたことについて相談するには心理的に抵抗

を感じ、また、世間体を気にして被害を隠すこともあり被害が潜在化していく傾向にあります。 

これらに対しては、事前防止・法的取り締まり、被害者救済のための相談の啓発、情報提供などを行

い、女性がその性を尊重され、安心して健康で豊かな人生を送ることができるような社会づくりを推進

します。 

⑨男女共同参画の視点に立った教育・学習の指導 

固定的な役割分担意識や人権に対する意識は、人が成長する過程で周囲から学んでいくことから、学

校、家庭、地域等で性別にとらわれず、その個性と能力を十分伸ばせるような教育を積極的に行ってい

かなければなりません。つまり男女差別のない教育の充実を図り、男女共同参画や人権意識を育てる必

要があります。男女が互いに良きパートナーとして、人生を自立し生き甲斐を見つけていくために学習、 

社会参画の機会を確保することが大切です。 

お問い合わせ はつらつ女性課 女性政策係 内線239 
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ひと 	ひと 

女と男互いに人権を尊重 

五所州原市男女共同参画プラン 

前回は、4つある基本目標を説明しましたが、今回からはそれぞれの主要課題について具体的にお知
らせします。 

最初の基本目標1の「男女共同参画のための意識づくり」には「性別役割分担の意識の是正」、「人権
及び性の尊重」、「教育・学習の推進」の3つの主要課題があります。 

基本目標1 男女共同参画のための意識づくり 

⑨性別役割分担意識の是正 

「男は仕事・女は家事、育児、介護」、「男は主・女は従」といった男女の固定‘ 
常の生活習慣の中に浸透しています。 

家事・育児・介護は女性の責任とする意識があり、市民の意識調査の結果でも、 男女共同参画社会の 

といった男女の固定的な役割分担意識が日 

実現には性別役割分担意識の改善が
支持されています。 

固定的役割分担意識が男女の生き
方の多様化、とりわけ女性の社会進
出といった現在の日本の変化に対応

しておらず、早急に見直しが必要で
す。 

「男」「女」 という理由で制約を受
けることなく、男女が家庭生活、社
会生活を営む中、お互いに対等なパ 
ートナーとして主体性を持った生き
方を得るためには人権の尊重を前提
とした意識改革が必要です。  

男女平等に社会参画するには何が必要か 

学校教育における男女平等教育

女性の社会的自立をめざす学級や謁座

男性に対する意諏啓発活動など、女性問●についての‘ 

福祉誕申労．や女性に聞する緯合的な問■などに閲する相註買

行政の審騒会に女性委，をふやすなどの行政への女性の割

地域活動やポランティア活動

国際交流

職場における男女格差の是正や女性の労働条件

農山魚村における女性の社会環境

育児、保育環境

高齢者や障害者の家庭介護支援体制

母子、父子世帯や寡婦世帯の生活

県窓口との連 

竺 
回 

  

男女共同参画に関する意識調査（Hilt．五所川原市教育委員会） 
職場における男女格差の是非や女性の労働条件の改善が男女ともトップで37-4％。次に青児
保育環境の整備、高齢者や障害者の家庭介護支援体制の充実となっでおリ、法律面や制度面
でもだいぶ充実してきているので今後は、慣習や意識に関わることを見直すことが必要です。 主要課題2 ⑥人権及び性の尊重 

  

性別に基づく差別、暴力、商品化はとりわけ女性が対象となる場合が多く、身体的、性的そして心理
的に苦痛をもたらす行為であり重大な人権侵害というべきであります。ドメスティック・バイオレンス、 
セクシャルハラスメントも同様です。 

最近は、男性がセクハラの被害者になる場合もあり、男女がお互いの人格を尊重し対等なパートナー 
であるという意識を持っことが必要です。女性は暴力を受けたことについて相談するには心理的に抵抗

を感じ、また、世間体を気にして被害を隠すこともあり被害が潜在化していく傾向にあります。 
これらに対しては、事前防止・法的取り締まり、被害者救済のための相談の啓発、情報提供などを行

い、女性がその性を尊重され、安心して健康で豊かな人生を送ることができるような社会づくりを推進

します。 

E重霊護王一 ⑨男女共同参画の視点に立った教育・学習の指導 

固定的な役割分担意識や人権に対する意識は、人が成長する過程で周囲から学んでいくことから、学

校、家庭、地域等で性別にとらわれず、その個性と能力を十分伸ばせるような教育を積極的に行ってい

かなければなりません。つまり男女差別のない教育の充実を図り、男女共同参画や人権意識を育てる必
要があります。男女が互いに良きパートナーとして、人生を自立し生き甲斐を見つけていくために学習、 
社会参画の機会を確保することが大切です。 

お間い合わせ はつらつ女性課 女性政策係 内線239 
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ス
フ月
の
相
談
日
】
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

容
 
（
3
4)
21
0
8
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

市
収
蔵
版
画
公
開
展
開
催
 

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

F
A
x
(3
4)
7
51
6
 

市
が
収
蔵
す
る
全
国
小
中
学
校
版
画

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

コ
ン
ク
ー
ル
（
昭和
3
0年
代
）
に入
賞
・

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 
入
選
し
た
県
内
作
品

（
共
同制
作
大
型
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
 作
品
）
2
0点
の
ほ
か
、
大
田
耕
士
、
畦
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

地
梅
太
郎
、
羽
場
徳
蔵
、
関
野
準
一
郎
、
 

8
月
1
4日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

恩
地
孝
四
郎
、
北
岡
文
雄
、
笹
島
喜
平
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

な
ど
版
画
家
の
作
品
3
0点
を
展
示
し
ま
 

8
月
2
4日
国
 
1
3時
、
1
4時
 

す
0
 

ム
口
 

以
外
）
の
場

受
給
者
が
養
 

育
者

（
父母
 

場
合
 

居
し
て
い
る

象
児
童
と
別

受
給
者
が
対
 

次
の
場
合
 

未
婚

の
母
 
世
帯
全
員
の
住
民
票
 

父
が

拘
禁
 

父
か
ら
の
遺
棄
 

父
が
生
死
不
明
 

父
が
障
害
者
 

父
の
死
亡
 

父
母
の
離
婚
 

児
扶
該
当
理
由
 

養
育
申
立
書
 

民
生
委
員
の
証
明
 

別
居
監
護
申
立
書
 

民
生
委
員
等
の
証
明

対
象
児
童
の
住
民
票
 

添
 
付
 
書
 
類
 

刑
務
所
等
の
証
明
書

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

遺
棄
申
立
書
 

第
一
号
調
査
書
 

民
生
委
員
の
意
見
書
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

等
の
証
明
 

福
祉
事
務
所
、
警
察
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
一lE
 

 

添
付
書
類
 

郷
土
の
歴
史
に
 

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
 

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
入
館
料
が
無
料
 

に
な
り
ま
す
。
 

◇
無
料
期
間
 

8
月
3
日
国

、
9
日
困
 

◇
開
館
時
間
 

9
時

、
1
6時
 

※
あ
わ
せ
て
重
要
文
化
財
旧
平
山
家
住
 

宅

（
無
料）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
両
 

館
と
も
期
間
中
は
毎
日
開
館
し
、
8
 

月
1
0日
国
は
臨
時
に
閉
館
し
ま
す
。
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
0
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
1
4・
2
8日
因
 
1
0時

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
へ

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

8
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 
 ●

8
月
6
日
囲
、
8
日
困
 

1
0時

、
1
9時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

セ
ン
タ
1
2
階
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

※
な
お
、
8
月
1
9日
卿
ま
で
1
階
街
角

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
市
収
蔵
版
画
ミ
ニ
紹

介
展
（
7
日
、
1
4日
に
展
示
替
え
し

ま
す
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養
手
当
・
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
 

現
況
届
の
提
出
を
I・
 

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 
内
線
5
4
6
 

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
 

8
月
1
日
現
在
の
状
況
を
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
を
し
 

平
成
1
3年
度
 

出
稼
協
会
総
会
を
開
催
し
ま
す
 

商
工
振
興
課
内
市
出
稼
協
会
事
務
局
 

内
線
3
8
2
 

●

8
月
1
7日
困
 
1
3時

、
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

◇
申
込
み
 
参
加
申
込
み
は
、
各
地
区

協
会
役
員
か
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
年
会

費
5
0
0
円
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
会
員
募
集
 
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

子
ど
も
放
送
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

中
央
公
民
館
費
（
3
5)
6
05
6
 

今
回
の
子
ど
も
放
送
局
で
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ん
こ
で

ス
ダ
ン
プ
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

放
送
し
、
実
際
に
自
分
で
簡
単
な
は
ん

こ
作
り
を
し
ま
す
。
夏
休
み
の
記
念
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

●

8
月
1
1日
田
 
1
3時

、
1
6時
 

中
央
公
民
館
（
1
階
ロ
ビ
ー
）
 

◇
持
っ
て
く
る
物
 

①
大
き
め
の
新
し
い
消
し
ゴ
ム
 

②
彫
刻
刀
 

③
小
さ
め
の
タ
ッ
パ
 

※
な
お
、
対
象
者
は
小
学
生
と
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
け
れ
ば
、
8
月
以
降
の
手
当
が
受
け
 

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

◇
届
出
期
間
 

8
月
1
6日
困

、
2
4日
国
 

◇
提
出
書
類
及
び
持
参
す
る
も
の
 

●

児
童
扶
養
手
当
証
書
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
 

●

印
鑑
 

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
別
表
を
参
照
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
提
出
先
 
り
活
福
祉
課
児
童
家
庭
係
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ス
フ月
の
相
談
日
】
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

容
 
（
3
4)
21
0
8
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

市
収
蔵
版
画
公
開
展
開
催
 

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

F
A
x
(3
4)
7
51
6
 

市
が
収
蔵
す
る
全
国
小
中
学
校
版
画

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

コ
ン
ク
ー
ル
（
昭和
3
0年
代
）
に入
賞
・

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 
入
選
し
た
県
内
作
品

（
共
同制
作
大
型
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
 作
品
）
2
0点
の
ほ
か
、
大
田
耕
士
、
畦
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

地
梅
太
郎
、
羽
場
徳
蔵
、
関
野
準
一
郎
、
 

8
月
1
4日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

恩
地
孝
四
郎
、
北
岡
文
雄
、
笹
島
喜
平
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

な
ど
版
画
家
の
作
品
3
0点
を
展
示
し
ま
 

8
月
2
4日
国
 
1
3時
、
1
4時
 

す
0
 

ム
口
 

以
外
）
の
場

受
給
者
が
養
 

育
者

（
父母
 

場
合
 

居
し
て
い
る

象
児
童
と
別

受
給
者
が
対
 

次
の
場
合
 

未
婚

の
母
 
世
帯
全
員
の
住
民
票
 

父
が

拘
禁
 

父
か
ら
の
遺
棄
 

父
が
生
死
不
明
 

父
が
障
害
者
 

父
の
死
亡
 

父
母
の
離
婚
 

児
扶
該
当
理
由
 

養
育
申
立
書
 

民
生
委
員
の
証
明
 

別
居
監
護
申
立
書
 

民
生
委
員
等
の
証
明

対
象
児
童
の
住
民
票
 

添
 
付
 
書
 
類
 

刑
務
所
等
の
証
明
書

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

遺
棄
申
立
書
 

第
一
号
調
査
書
 

民
生
委
員
の
意
見
書
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

等
の
証
明
 

福
祉
事
務
所
、
警
察
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
一lE
 

 

添
付
書
類
 

郷
土
の
歴
史
に
 

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
 

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
入
館
料
が
無
料
 

に
な
り
ま
す
。
 

◇
無
料
期
間
 

8
月
3
日
国

、
9
日
困
 

◇
開
館
時
間
 

9
時

、
1
6時
 

※
あ
わ
せ
て
重
要
文
化
財
旧
平
山
家
住
 

宅

（
無
料）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
両
 

館
と
も
期
間
中
は
毎
日
開
館
し
、
8
 

月
1
0日
国
は
臨
時
に
閉
館
し
ま
す
。
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
0
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
1
4・
2
8日
因
 
1
0時

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
へ

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

8
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
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8
月
6
日
囲
、
8
日
困
 

1
0時

、
1
9時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

セ
ン
タ
1
2
階
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

※
な
お
、
8
月
1
9日
卿
ま
で
1
階
街
角

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
市
収
蔵
版
画
ミ
ニ
紹

介
展
（
7
日
、
1
4日
に
展
示
替
え
し

ま
す
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養
手
当
・
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
 

現
況
届
の
提
出
を
I・
 

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 
内
線
5
4
6
 

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
 

8
月
1
日
現
在
の
状
況
を
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
を
し
 

平
成
1
3年
度
 

出
稼
協
会
総
会
を
開
催
し
ま
す
 

商
工
振
興
課
内
市
出
稼
協
会
事
務
局
 

内
線
3
8
2
 

●

8
月
1
7日
困
 
1
3時

、
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

◇
申
込
み
 
参
加
申
込
み
は
、
各
地
区

協
会
役
員
か
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
年
会

費
5
0
0
円
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
会
員
募
集
 
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

子
ど
も
放
送
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

中
央
公
民
館
費
（
3
5)
6
05
6
 

今
回
の
子
ど
も
放
送
局
で
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ん
こ
で

ス
ダ
ン
プ
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

放
送
し
、
実
際
に
自
分
で
簡
単
な
は
ん

こ
作
り
を
し
ま
す
。
夏
休
み
の
記
念
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

●

8
月
1
1日
田
 
1
3時

、
1
6時
 

中
央
公
民
館
（
1
階
ロ
ビ
ー
）
 

◇
持
っ
て
く
る
物
 

①
大
き
め
の
新
し
い
消
し
ゴ
ム
 

②
彫
刻
刀
 

③
小
さ
め
の
タ
ッ
パ
 

※
な
お
、
対
象
者
は
小
学
生
と
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
け
れ
ば
、
8
月
以
降
の
手
当
が
受
け
 

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

◇
届
出
期
間
 

8
月
1
6日
困

、
2
4日
国
 

◇
提
出
書
類
及
び
持
参
す
る
も
の
 

●

児
童
扶
養
手
当
証
書
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
 

●

印
鑑
 

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
別
表
を
参
照
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
提
出
先
 
り
活
福
祉
課
児
童
家
庭
係
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日
（
 
 

曜日 催 	 物 開 演 入場料 一
 

 曜日 催 	 物 開 演 入場料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
 

に
J
 
 

日
  

青森県歌謡選手権大会 12 : 00 
前売 800円
当日 800円 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

9 木 平成13年度 
甲種防火管理講習 9 	: 05 関 係 者 

10 金 

11 土 
舞台設備操作技術講習会 9 】 30 無 	料 

11 土 
舞台設備操作技術講習会 9 	: 30 無 料 12 日 12 日 

18 土
  

モンゴル民族舞踊 
①14:00 
②16:30 

前売 3,500円
当日 3,5叩円 

19 日
  

火
  

日
  

木
  

金
  

平成13年度 
第1回五所川原市保育連合会 

研修会 
9 	: 45 関 係 者 

19 日
  

五所川原 
フレッシュコンサート 14 : 00 前売 500円 21 

平成13年度 
第 2 回五所川原保健所 

地域保健関係者研修 
13 : 00 関 係 者 

25 土
  

青森県立五所川原工業高等学校
吹奏楽団 
第 2 回定期演奏会 

14 : 00 関 係 者 26 巨謡謎 H 競発表会 12 : 00 無 料 

小

ホ
 ー
 
ル
 
 

1 水 弘前社会保険事務所 
算定基礎届実地点検 10 : 30 関 係 者 30 平成13年度 

安全運転管理者等講習 10 】 00 関 係 者 2 木 

4
  

土
  

井堂雅夫のトーク＆ 
井関真人シャンソンと一人芝居 14 : 00 招 待 券 31 ハッピーバースデー 

コンサート 
20 : 00 無 料 

国
民
年
金
に
 

任
意
加
入
で
き
ま
す
 

国
保
年
金
課
 

内
線

2
1
1
5
21
3
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
っ
た
り
、
免
除
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
6
0歳
ま
で
に
年
金
の
受
給

資
格
期
間

（2
5年
）
が
満
た
せ
な
か
っ

た
り
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

方
の
た
め
に
、
任
意
加
入
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

任
意
加
入
で
き
る
の
は
、
6
0歳
か
ら
 

6
5歳
の
間
だ
け
で
す
が
、
6
5歳
ま
で
に

受
給
資
格
を
満
た
せ
な
か
っ
た
場
合
に

限
り
、
7
0歳
ま
で
任
意
加
入
で
き
る
特

例
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
⑧
番
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

健
康
体
操
教
室
 

働
く
婦
人
の
家
 

公
（
3
5)
8
8
9
8
 

●

8
月
2
1日
因
、
9
月
2
5日
因
 

毎
週
火
曜
日
 
計
6
回
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
山
内
 
政
氏
 

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
主
に
 

楽
し
み
な
が
ら
健
康
作
り
が
で
き
ま
 

す
。
 

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
、
旧
陸
軍
従
軍

看
護
婦
の
皆
さ
ま
へ
 

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当
 

容
0
3
(5
2
5
3
)
5
1
8
2
 

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
に
対
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。
 

◇
対
象
と
な
る
方
 

外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有
す
る

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う
ち
、
慰

労
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
。
 

た
だ
し
、
本
人
限
り
と
し
ま
す
。
 

◇
請
求
期
限
 

平
成
1
5年
3
月
3
1日
ま
で
 

※
詳
し
く
は
、
総
務
省
大
臣
官
房
管
理

室
ま
で
。
 

日
本
最
北
 

須
恵
器
窯
跡
発
掘
調
査
 

現
地
説
明
会
 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課

内
線

5
5
6
・
5
5
7
 

●

8
月
1
1日
田
 
1
3時
3
0分

、
 

狼
野
長
根
公
園
内
（
持
子
沢
）
 

集
合
場
所
 
狼
野
長
根
公
園
駐
車
場
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
（
無
料
）
 
 

◇
資
料
等
 
当
日
資
料
を
配
付
す
る
と
 

と
も
に
出
土
品
を
展
示
す
る
。
 

◇
そ
の
他
 
小
雨
の
場
合
は
決
行
 

市
町

村
合

併
の
推
進
に

向
け

た

県
の
支
援
策
に

つ
い

て
 

県
市
町
村
振
興
課

広
域
行
政
担
当

公

0
1
7

（
川
）9
0
7
7
 

県
で
は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
の

推
進
に
向
け
た
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

◇
市
町
村
合
併
推
進
調
査
事
業
費

補
助
金
 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
調
査
、
研

究
等
を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
て
、
 

1
0
0
万
円
を
限
度
に
対
象
経
費
の
 

2
分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。
 

◇
市
町
村
合
併
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
研
修
会
、
 

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
な
ど
と
し
て
、
有

識
者
を
派
遣
し
ま
す
。
派
遣
に
係
る

経
費
は
、
県
が
負
担
し
ま
す
。
 

◇
市
町
村
合
併
出
前
講
座
 

研
修
会
、
集
会
等
に
県
職
員
が
出
向

い
て
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
派
遣
に
係
る
経
費
は
、
県

が
負
担
し
ま
す
。
 

※
な
お
、
こ
れ
ら
の
支
援
策
を
利
用
す

る
際
は
、
事
前
に
県
市
町
村
振
興
課

広
域
行
政
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

五所H原市役所 公35-2111 	平成13年 8 月 1日 6 

ニオルテンシア8月の催物案内ふるさと交流圏民センター TEL33- 2111 

日
（
 
 

曜日 催 	 物 開 演 入場料 一
 

 曜日 催 	 物 開 演 入場料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
 

に
J
 
 

日
  

青森県歌謡選手権大会 12 : 00 
前売 800円
当日 800円 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

9 木 平成13年度 
甲種防火管理講習 9 	: 05 関 係 者 

10 金 

11 土 
舞台設備操作技術講習会 9 】 30 無 	料 

11 土 
舞台設備操作技術講習会 9 	: 30 無 料 12 日 12 日 

18 土
  

モンゴル民族舞踊 
①14:00 
②16:30 

前売 3,500円
当日 3,5叩円 

19 日
  

火
  

日
  

木
  

金
  

平成13年度 
第1回五所川原市保育連合会 

研修会 
9 	: 45 関 係 者 

19 日
  

五所川原 
フレッシュコンサート 14 : 00 前売 500円 21 

平成13年度 
第 2 回五所川原保健所 

地域保健関係者研修 
13 : 00 関 係 者 

25 土
  

青森県立五所川原工業高等学校
吹奏楽団 
第 2 回定期演奏会 

14 : 00 関 係 者 26 巨謡謎 H 競発表会 12 : 00 無 料 

小

ホ
 ー
 
ル
 
 

1 水 弘前社会保険事務所 
算定基礎届実地点検 10 : 30 関 係 者 30 平成13年度 

安全運転管理者等講習 10 】 00 関 係 者 2 木 

4
  

土
  

井堂雅夫のトーク＆ 
井関真人シャンソンと一人芝居 14 : 00 招 待 券 31 ハッピーバースデー 

コンサート 
20 : 00 無 料 

国
民
年
金
に
 

任
意
加
入
で
き
ま
す
 

国
保
年
金
課
 

内
線

2
1
1
5
21
3
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
っ
た
り
、
免
除
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
6
0歳
ま
で
に
年
金
の
受
給

資
格
期
間

（2
5年
）
が
満
た
せ
な
か
っ

た
り
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

方
の
た
め
に
、
任
意
加
入
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

任
意
加
入
で
き
る
の
は
、
6
0歳
か
ら
 

6
5歳
の
間
だ
け
で
す
が
、
6
5歳
ま
で
に

受
給
資
格
を
満
た
せ
な
か
っ
た
場
合
に

限
り
、
7
0歳
ま
で
任
意
加
入
で
き
る
特

例
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
⑧
番
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

健
康
体
操
教
室
 

働
く
婦
人
の
家
 

公
（
3
5)
8
8
9
8
 

●

8
月
2
1日
因
、
9
月
2
5日
因
 

毎
週
火
曜
日
 
計
6
回
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
山
内
 
政
氏
 

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
主
に
 

楽
し
み
な
が
ら
健
康
作
り
が
で
き
ま
 

す
。
 

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
、
旧
陸
軍
従
軍

看
護
婦
の
皆
さ
ま
へ
 

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当
 

容
0
3
(5
2
5
3
)
5
1
8
2
 

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
に
対
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。
 

◇
対
象
と
な
る
方
 

外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有
す
る

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う
ち
、
慰

労
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
。
 

た
だ
し
、
本
人
限
り
と
し
ま
す
。
 

◇
請
求
期
限
 

平
成
1
5年
3
月
3
1日
ま
で
 

※
詳
し
く
は
、
総
務
省
大
臣
官
房
管
理

室
ま
で
。
 

日
本
最
北
 

須
恵
器
窯
跡
発
掘
調
査
 

現
地
説
明
会
 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課

内
線

5
5
6
・
5
5
7
 

●

8
月
1
1日
田
 
1
3時
3
0分

、
 

狼
野
長
根
公
園
内
（
持
子
沢
）
 

集
合
場
所
 
狼
野
長
根
公
園
駐
車
場
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
（
無
料
）
 
 

◇
資
料
等
 
当
日
資
料
を
配
付
す
る
と
 

と
も
に
出
土
品
を
展
示
す
る
。
 

◇
そ
の
他
 
小
雨
の
場
合
は
決
行
 

市
町

村
合

併
の
推
進
に

向
け

た

県
の
支
援
策
に

つ
い

て
 

県
市
町
村
振
興
課

広
域
行
政
担
当

公

0
1
7

（
川
）9
0
7
7
 

県
で
は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
の

推
進
に
向
け
た
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

◇
市
町
村
合
併
推
進
調
査
事
業
費

補
助
金
 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
調
査
、
研

究
等
を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
て
、
 

1
0
0
万
円
を
限
度
に
対
象
経
費
の
 

2
分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。
 

◇
市
町
村
合
併
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
研
修
会
、
 

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
な
ど
と
し
て
、
有

識
者
を
派
遣
し
ま
す
。
派
遣
に
係
る

経
費
は
、
県
が
負
担
し
ま
す
。
 

◇
市
町
村
合
併
出
前
講
座
 

研
修
会
、
集
会
等
に
県
職
員
が
出
向

い
て
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
派
遣
に
係
る
経
費
は
、
県

が
負
担
し
ま
す
。
 

※
な
お
、
こ
れ
ら
の
支
援
策
を
利
用
す

る
際
は
、
事
前
に
県
市
町
村
振
興
課

広
域
行
政
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 



長者窯昌地グ、⑩ 
臨時パス審運行レ家す 
今年もお盆期間中、お墓参りをする方々

のために、臨時バスを運行します。 

◇料金 営業所より 350円 

駅 前より 330円 

松島団地より 220円 

月 日 営業所発 駅前発 松島団地発 墓地着 墓地発 

町13（月） 
11: 
14 】 

00 
00 

11 
14 

:15 
:15 

11: 
14 : 

25 
25 

ii: 
14 : 

40 
40 

12 
15 

:10 
:10 

8/14(k) 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/15(*) 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/20（月） 14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

1
9
9
9年
以
来
、
人
気
の
 
「ハ
リ
ー
・
ポ
ッタ
ー
」
 
シリ
ー
ズ
は
い
ぜ
ん
と
し

て
人
気
衰
え
ず
で
す
。
売
り
方
も
上
手い
の
で
す
。
年
に
一
冊
ず
つ
し
か
出
さ
な
い

の
で
す
か
ら
。
確
か
に
物
語
は
面
白
く
、
と
て
も
映
像
的
、
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
仮
名
が
ふ
っ
て
あ
る
の
で
く
 
読
め
る
子
な
ら
小
学
5
、
6
年

で
も
読
む
で
し
ょ
う
。
家
族
で
一
緒
に読
め
る
の
は
実
に
い
い
で
す
。
会
話
が
生
ま

れ
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
、こ
の
本
を
き
っか
け
に
物
語
を
読
む
楽
し
さ
に
目
覚
め
て
いた
だ
け

れ
ば
も
つ
と
う
れ
し
い
の
で
す
が
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
宿
命と
い
う
か
、
た
い
て
い

は
そ
の
本
を
読
め
ば
卒
業
で
す
。
「
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋
」
を
読
ん
だ
か
らも
っ
と

別
な
せ
つ
な
い
愛
の物
語
を
読
も
う
と
は
思
わ
な
い
ら
し
く
、
す
ぐ
、
「脳
内
革
命
」
 

に
ま
つ
し
ぐ
ら
。
 

で
も
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッタ
ー
を
読
ん
で
お
子
さ
ん
が
「あ
あ
、
面
白
か
っ
た
」
と

言
え
ば
、
そ
の
お
子
さ
ん
は長
い
物
語
を
読
む
力
が
あ
る
証
拠
な
の
です
。
も
っ
た

い
な
い
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
分
野
は
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
名
作
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。「
はて
し
な
い
物
語
」
「ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
」
「ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」
…
次

の
ハ
リ
ー
・
ポ
ッタ
ー
が
で
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
に
ど
う
ぞ
、
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

ハ
リ
ー
・
ポ
ッタ
ー
は
物
語
を
救
う
か
？
 

7 平成13年 8 月 1日 	五所川原市役所 公35-2111 

都市計画課 内線323 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所一駅前 松島団地ー墓地 

国
の
教
育
ロ
ー
ン
 

ー
ご
相
談
は
お
早
め
に

ー
 

国
民
生
活
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

容
0
1
7
2
(3
6)
6
30
3
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
写
真
展

写
真
募
集
 

囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

公
（3
8)
1
5
1
5
 

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
 

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
様
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
、
低
利
の
教

育
資
金
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
融
資
限
度
額
 
学
生
・
生
徒
お
一
人

に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内
 

◇
返
済
期
間
 
1
0年
以
内
、
在
学
期
間

内
で
元
金
据
置
可
能

（
返
済期
間
に

含
ま
れ
る
）
 

◇
返
済
方
法
 
毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
 

ー
ナ
ス
併
用
払
、
ス
テ
ッ
プ
払
も
可

能
）
 

◇
利
率
 
年
1
・
8
5
%

（固
定
金
利
）
 

'（平
成
1
3年
6
月
3
0日
現
在
）
 

●

9
月
2
日
囲

、
5
日
困
 

中
三
デ
パ
ー
ト
 
5
階
催
事
場
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
4日
国
 

◇
サ
イ
ズ
 
キ
ャ
ビ
ネ
版
（2
L
）
以
上
 

◇
テ
ー
マ
 
製
作
か
ら
運
行
ま
で
、
立
 
 

侵
武
多
に
関
わ
る
写
真
な
ら
何
で
も
0
 

◇
応
募
内
容
 
額
付
き
で
、

応
募
票
 

（住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
）
を

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
申

し
込
み
先
を
通
じ
て
返
却
し
ま
す
。
 

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

応
募
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
申
込
先
 
商
工
会
館
1
階
ま
つ
り
大

会
本
部
、
中
三
1
階
案
内
所
、
カ
メ

ラ
の
オ
ー
ム
ラ
、
カ
メ
ラ
の
つ
が
る
、
 

く
し
び
き
写
真
店
、
サ
カ
エ
カ
ラ
ー
 

現
像
所
、
フ
ジ
イ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス

現
像
所
 

「男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

5
作
品
募
集
に

つ
い
て
5
 

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
(
m)
1
0
8
5
 

県
で
は
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
クア
ピ
オ
あ
お
も
り
）
の
オー
プ

ン
を
記
念
し
、
男
女
共
同
参
画
づ
く
り

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
テ
ー
マ
 
「
男
女
共
同
参
画
社

会
を
め
ざ
し
て
」
男
女
が
共
に
生
き
、
 

共
に
築
い
て
い
く
男
女
平
等
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
募
集
内
容
 

●

写
真
部
門

（カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

・
2
 

L
と
し
ま
す
）
 

●

イ
ラ
ス
ト
部
門
（
A
4
サ
イ
ズ
と
し
 
 

ま
す
）
 

●

川
柳
部
門
 

◇
募
集
締
切
 

9
月
1
4日
国
（
当
日
消
印
有
効
）
 

◇
応
募
資
格
 
青
森
県
内
に
お
住
ま
い

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
 

◇
応
募
方
法
 
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
。住

所
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
職
業
（
学

校
名
及
び
学
年
）
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
は
す
べ
て
郵
送
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
応
募
は
一
人
1
点

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

◇
賞
金
・
各
部
門
と
も
 

●

最
優
秀
賞
1
占
一
（
賞状
、副
賞
、3
万
円
）
 

●

優

秀
賞

2
点
賓

状
、副
賞
、2
万
円
）
 

●特

別
賞

1
占
一
（
賞状
、副
賞
、1
万
円
）
 

※
入
賞
者
が
小
・
中
学
生
の
場
合
の
副

賞
は
図
書
券
と
し
ま
す
。
 

臨
時
看
護
婦
（
士
）
急
募
 

西
北
中
央
病
院

管
理
課

庶
務
係
 

容
（
3
5)
3
1
1
1
内
線
2
7
9
 

市
で
は
、
臨
時
看
護
婦
（
士
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
若
干
名
 

◇
勤
務
時
間
等
 
日
勤
8
時
1
5分
、
1
7
 

時
ま
で
 
準
・
深
夜
勤
月
平
均
8
回

◇
賃
金
等
 
准
看
護
婦
壬
）
7
9
2
o円
、
 

正
看
護
婦
（
士
）8
92
o円
、
 

ボ
ー
ナ
ス
支
給
制
度
有

◇
社
会
保
険

・
雇
用
保
険
等
完
備
 

長者窯昌地Jミb⑩ 
臨時パス審運行レ家す 
今年もお盆期間中、お墓参りをする方々

のために、臨時バスを運行します。 

◇料金 営業所より 350円 

駅 前より 330円 

松島団地より 220円 

月 日 営業所発 駅前発 松島団地発 墓地着 墓地発 

印13（月） 
11: 
14 : 

00 
00 

11 
14 

:15 
:15 

11: 
14 : 

25 
25 

ii: 
14 : 

40 
40 

12 
15 

:10 
:10 

8/14( 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/15(*) 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/20（月） 14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

ハ
リ
ー
・
ポ
ッタ
ー
は
物
語
を
救
う
か
？
 都市計画課 内線323 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所 駅前 松島団地一墓地 

国
の
教
育
ロ
ー
ン
 

ー
ご
相
談
は
お
早
め
に

ー
 

国
民
生
活
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

公
0
1
7
2
(3
6)
6
30
3
 

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
 

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
様
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
、
低
利
の
教

育
資
金
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
融
資
限
度
額
 
学
生
・
生
徒
お
一
人

に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内
 

◇
返
済
期
間
 
1
0年
以
内
、
在
学
期
間

内
で
元
金
据
置
可
能

（
返
済期
間
に

含
ま
れ
る
）
 

◇
返
済
方
法
 
毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
 

ー
ナ
ス
併
用
払
、
ス
テ
ッ
プ
払
も
可

能
）
 

◇
利
率
 
年
1
・
8
5
%
（
固
定
金利
）
 

'（平
戊
1
3年
6
月
3
0日
現
在
）
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
写
真
展

写
真
募
集
 

岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

公
（3
8)
1
5
1
5
 

●

9
月
2
日
回
、
5
日
困
 

中
三
デ
パ
ー
ト
 
5
階
催
事
場
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
4日
国
 

◇
サ
イ
ズ
 
キ
ャ
ビ
ネ
版
（
2
L
）
以
上
 

◇
テ
ー
マ
 
製
作
か
ら
運
行
ま
で
、
立
 

佼
武
多
に
関
わ
る
写
真
な
ら
何
で
も
。
 

◇
応
募
内
容
 
額
付
き
で
、

応
募
票
 

（住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
）
を

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
申

し
込
み
先
を
通
じ
て
返
却
し
ま
す
。
 

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

応
募
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
申
込
先
 
商
工
会
館
1
階
ま
つ
り
大

会
本
部
、
中
三
1
階
案
内
所
、
カ
メ

ラ
の
オ
ー
ム
ラ
、
カ
メ
ラ
の
つ
が
る
、
 

く
し
び
き
写
真
店
、
サ
カ
エ
カ
ラ
ー
 

現
像
所
、
フ
ジ
イ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
 

現
像
所
 

‘
 

「男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

5
作
品
募
集
に

つ
い
て
5
 

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
(
m
)1
0
8
5
 

県
で
は
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
クア
ピ
オ
あ
お
も
り
）
の
オー
プ

ン
を
記
念
し
、
男
女
共
同
参
画
づ
く
り

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
テ
ー
マ
 
「
男
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共
同
参
画
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会
を
め
ざ
し
て
」
男
女
が
共
に
生
き
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共
に
築
い
て
い
く
男
女
平
等
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。
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プ
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・
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（
A
4
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部
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9
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1
4日
国
（
当
日
消
印
有
効
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◇
応
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資
格
 
青
森
県
内
に
お
住
ま
い

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
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法
 
氏
名
（
ふ
り
がな
）
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所
・
年
齢
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号
・
職
業

（
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校
名
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び
学
年
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く
だ

さ
い
。
応
募
は
す
べ
て
郵
送
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
応
募
は
一
人
1
占
一

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
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ま
す
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◇
賞
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各
部
門
と
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●

最
優
秀
賞
1
占
一
（賞
状
、副
賞
、3
万
円
）
 

●
優
秀
賞

2
点
貧
状
、
副
賞
、2
万
円
）
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別
賞

1
占
一
（賞
状
、副
賞
、1
万
円
）
 

※
入
賞
者
が
小
・
中
学
生
の
場
合
の
副

賞
は
図
書
券
と
し
ま
す
。
 

臨
時
看
護
婦
（
士
）
急募
 

西
北
中
央
病
院

管
理
課
庶

務
係

公
（3
5)
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1
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線
2
7
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市
で
は
、
臨
時
看
護
婦
（
士
）
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
若
干
名
 

◇
勤
務
時
間
等
 
日
勤
8
時
1
5分
、
1
7
 

時
ま
で
 
準
・
深
夜
勤
月
平
均
8
回
 

◇
賃
金
等
 
准
看
舞
嬬
壬
）7
9
2
o円
、
 

正
看
護
婦
金
）8
9
2
o円
、
 

ボ
ー
ナ
ス
支
給
制
度
有
 

◇
社
会
保
険

・
雇
用
保
険
等
完
備
 

／
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1
9
9
9年
以
来
、
人
気
の
 
「ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ

ー
」
 
シリ
ー
ズ
は
い
ぜ
ん
と
し

て
人
気
衰
え
ず
で
す
。
売
り
方
も
上
手い
の
で
す
。
年
に
一
冊
ず
つ
し
か
出
さ
な
い

の
で
す
か
ら
。
確
か
に
物
語
は
面
白
く
、
と
て
も
映
像
的
、
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
仮
名
が
ふ
っ
て
あ
る
の
で
、読
め
る
子
な
ら小
学
5
、
6
年

で
も
読
む
で
し
ょう
。
家
族
で
一
緒
に読
め
る
の
は
実
に
い
い
で
す
。
会
話
が
生
ま

れ
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
、こ
の
本
を
き
っか
け
に
物
語
を
読
む楽
し
さ
に
目
覚
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
も
っ
と
う
れ
し
い
の
で
す
が
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
宿
命と
い
う
か
、
た
い
て
い

は
そ
の
本
を
読
め
ば
卒
業
で
す
。
「
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋
」
を
読
ん
だ
か
ら
も
っ
と

別
な
せ
つ
な
い
愛
の
物
語
を
読
も
う
と
は
思
わ
な
い
ら
し
く
、
す
ぐ
、
「脳
内
革
命
」
 

に
ま
つ
し
ぐ
ら
。
 

で
も
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
を
読
ん
で
お
子
さ
ん
が
「あ
あ
、
面
白
か
っ
た
」
と

言
え
ば
、
そ
の
お
子
さ
ん
は長
い
物
語
を
読
む
力
が
あ
る
証
拠
な
の
で
す
。
も
っ
た

い
な
い
ー
フ
ァン
タ
ジ
ー
の
分
野
は
大人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
名
作
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。「は
て
し
な
い
物
語
」
「ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
」
「ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」
…
次

の
ハ
リ
ー
‘
ポ
ッタ
ー
が
で
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
に
ど
う
ぞ
、
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
 



こ存じですか？ 

8月10日は 
「道の日」です。 

国土交通省では、 8月を「道
路ふれあい月間」とし、 8月 
10日を「道の日」 と定め、各
種のイベントを展開します。 
道路は、私たちの毎日の生

活を支える欠くことのできな
い基本的な施設です。あまり
にも身近な存在であるため、 
その重要性が見過ごされがち
であります。 

◆街頭キャンペーン 
8月 3日金 10：の～ 

◆場所 市内大町 
q日ロータリー角） 

道路を大切に、美しく、 

安全に利用しましよう 

土木課管理係 内線304 

食 

物 

ア 

レ 

ノレ

ギ 

~ 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
 
荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ー
ー
ック
 

8
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
が
急

に
か
さ
か
さ
に
な
っ
た
の
で
、
お
母
さ

ん
が
「
離
乳
食
の
中
で
何
が
原
因
な
の

か
調
べ
た
い
」
 
と連
れ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
ほ
か
に
は
異
常
が
な
く
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
何
で
も
食
べ

さ
せ
る
よ
う
に
と
言
っ
て
帰
し
ま
し
た
。
 

最
近
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
食
べ
物

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
食
べ
物
が
原

因
と
思
わ
れ
る
の
は
2
歳
未
満
で
3
0％
、
 

2
歳
以
上
で
2
0％
程
度
で
す
。
検
査
で

は
皮
膚
テ
ス
ト
、
血
液
検
査
共
に
原
因

が
確
定
で
き
な
い
た
め
、
特
定
の
食
品

を
除
く
か
、
あ
る
い
は
与
え
て
症
状
の

変
化
を
見
ま
す
。
 

あ
る
研
究
者
に
よ
る
と
、
多
種
類
の

除
去
療
法
を
行
っ
て
い
た
子
ど
も
の
中
 

に
、
身
長
、
体
重
の
発
育
に
問
題
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
血
液
中
の
タ
ン
パ
ク

が
低
か
っ
た
り
、
鉄
欠
乏
症
貧
血
が
み

ら
れ
た
子
が
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
食
事
療
法
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
専
門
医
と
相
談
し
、
身
体
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
血
液
検

査
を
し
て
成
長
や
健
康
に
も
配
慮
し
な

が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

家
系
的
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
が
あ

る
の
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
母
乳
で
育
て
、
 

お
母
さ
ん
が
卵
を
控
え
る
こ
と
、
ま
た
、
 

離
乳
食
は
、
初
期
に
魚
類
を
与
え
、
卵

を
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
血
液

検
査
で
卵
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
、
 

離
乳
食
が
終
了
し
、
消
化
能
力
が
つ
い

て
く
る
と
、
多
少
食
べ
て
も
症
状
が
出

づ
ら
く
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
 

肺機能障害者の呼吸教室のお知らせ 

五所川原保健所では、以前結核を患った方や肺の病気で肺機能が低下している方などを対象に、 

交流や楽に呼吸ができる方法などを学ぶことを目的に上記「呼吸教室」を開催します。 

ぜひ、参加をお待ちしております。 

1 開催日時及び場所 

日 	時 場 所 内 	 容 講 	師 

第1回目 

8 月 21日因 

13 :0O--- 

市働く 

婦人の家 

受 付 

棒体操 

「いざ！津軽金山焼体験」 

五所川原市 

金山焼職員 

保健所保健婦 

第 2 回目 

10月 12日園 

13 : 00~ 

市働く 
婦人の家 

健康チエック】呼吸訓練とリラックス「音楽を聞

きながら、楽に呼吸しましよう」 

おしゃべりタイム 

保健所保健婦 

※第1回目は、難病患者等交流会と合同開催となります。 

2.対 象 者 

肺の病気で治療されている人や以前肺の病気をした人で咳、疾、息切れなどの症状がある方で 

す。主治医のある方は、相談されて参加申し込みをしてください。 

3．申込方法等 

8 月 16日（木）までに電話で申し込み下さい。 

4‘そ の 他 

●参加料は、無料です。 

●開催会場の近くに駐車場を用意してありますので、必要な方は

申し出て下さい。 

参加をお待ちしております。ぜひ、参加を” 

茅防課 T 0173-34一2108 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 8 月 1日 8 

こ存じですか？ 

8月10日は 
「道の日」です。 

国土交通省では、 8月を「道
路ふれあい月間」とし、 8月 
10日を「道の日」 と定め、各
種のイベントを展開します。 
道路は、私たちの毎日の生

活を支える欠くことのできな
い基本的な施設です。あまり
にも身近な存在であるため、 
その重要性が見過ごされがち
であります。 

◆街頭キャンペーン 
8月 3日金 10：の～ 

◆場所 市内大町 
q日ロータリー角） 

道路を大切に、美しく、 

安全に利用しましよう 
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ック
 

8
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
が
急

に
か
さ
か
さ
に
な
っ
た
の
で
、
お
母
さ

ん
が
「
離
乳
食
の
中
で
何
が
原
因
な
の

か
調
べ
た
い
」
 
と連
れ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
ほ
か
に
は
異
常
が
な
く
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
何
で
も
食
べ

さ
せ
る
よ
う
に
と
言
っ
て
帰
し
ま
し
た
。
 

最
近
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
食
べ
物

が
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係
し
て
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る
こ
と
が
よ
く
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ら
れ

る
よ
う
で
す
。
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が
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思
わ
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は
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2
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以
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2
0％
程
度
で
す
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検
査
で

は
皮
膚
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ス
ト
、
血
液
検
査
共
に
原
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が
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で
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、
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の
食
品
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除
く
か
、
あ
る
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は
与
え
て
症
状
の

変
化
を
見
ま
す
。
 

あ
る
研
究
者
に
よ
る
と
、
多
種
類
の

除
去
療
法
を
行
っ
て
い
た
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ど
も
の
中
 

に
、
身
長
、
体
重
の
発
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に
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が
な

か
っ
た
も
の
の
、
血
液
中
の
タ
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パ
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が
低
か
っ
た
り
、
鉄
欠
乏
症
貧
血
が
み

ら
れ
た
子
が
あ
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と
報
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し
て
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す
。
で
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食
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を
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る
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状
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を
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に
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ア
レ
ル
ギ
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の
病
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が
あ

る
の
な
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ば
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な
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で
育
て
、
 

お
母
さ
ん
が
卵
を
控
え
る
こ
と
、
ま
た
、
 

離
乳
食
は
、
初
期
に
魚
類
を
与
え
、
卵
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え
る
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て
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多
少
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べ
て
も
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状
が
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ら
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な
る
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と
も
あ
る
よ
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で
す
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肺機能障害者の呼吸教室のお知らせ 

五所川原保健所では、以前結核を患った方や肺の病気で肺機能が低下している方などを対象に、 

交流や楽に呼吸ができる方法などを学ぶことを目的に上記「呼吸教室」を開催します。 

ぜひ、参加をお待ちしております。 

1 開催日時及び場所 

日 	時 場 所 内 	 容 講 	師 

第1回目 

8 月 21日因 

13 :0O--- 

市働く 

婦人の家 

受 付 

棒体操 

「いざ！津軽金山焼体験」 

五所川原市 

金山焼職員 

保健所保健婦 

第 2 回目 

10月 12日園 

13 : 00~ 

市働く 
婦人の家 

健康チエック】呼吸訓練とリラックス「音楽を聞

きながら、楽に呼吸しましよう」 

おしゃべりタイム 

保健所保健婦 

※第1回目は、難病患者等交流会と合同開催となります。 

2.対 象 者 

肺の病気で治療されている人や以前肺の病気をした人で咳、疾、息切れなどの症状がある方で 

す。主治医のある方は、相談されて参加申し込みをしてください。 

3．申込方法等 

8 月 16日（木）までに電話で申し込み下さい。 

4‘そ の 他 

●参加料は、無料です。 

●開催会場の近くに駐車場を用意してありますので、必要な方は

申し出て下さい。 

参加をお待ちしております。ぜひ、参加を” 

茅防課 T 0173-34一2108 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 8 月 1日 8 



マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は
 

年
金
住
宅
融
資
で
H
一
 

青
森
県
厚
生
年
金
勤
労
者
住
宅
協
会
 

公
0
1
7
(
m
)
20
7
7
 

立
侵
武
多
を

世
界
に
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 ラ
イ
ブ
中
継
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

公
（
3
7)
3
2
0
ー
 

)
1
0
4
6
古
川
 

国
際
交
流
市
民
の
会
主
催
 

第
5
回

夏
の
交
流
会
 

ゲ
ス
ト
に
外
国
の
方
々
を
お
招
き
し

て
の
気
軽
な
交
流
会
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

8
月
1
9日
卿
 
1
3時

、
1
8時
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
組
合
 

◇
会
費
 
1
、
5
0
0
円
 

（小
学
生
以
下
は
無
料
）
 

※
陶
芸
制
作
希
望
者
は
、
材
料
費
6
0
 

0
円
別
途
に
必
要
で
す
。
 

◇
内
容
 
陶
芸
を
し
た
り
、
焼
き
そ
ば
 

を
作
り
な
が
ら
外
国
の
方
々
と
一
緒
 

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
参
加
締
切
 
8
月
9
日
困
 

◇
申
込
で
き
る
方
 
厚
生
年
金
保
険
に
 

3
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
。
 

◇
使
い
み
ち
 
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
 

リ
フ
ォ

ー
ム
資
金
。
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
1
6日
囲
、
 

8
月
2
7日
の
 

◇
融
資
利
率
 
年
2

・
6
7
％
、
 

（年
金
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
場
合
）
 

「立
侯
武
多
」
運
行
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
で
生
中
継
い
た
し
ま
す
。
左
記
の
 

U
R
L
の
い
ず
れ
か
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
 

●

8
月
4
日
田
、
8
日
困
 

1
9時

、
2
1時
 

◇
U
R
L
 

h
t
tP
ミ
w
w
w
t
a
c
hl
'
nep
u
ta

・c
o
m
』
iv
e
『
 

h
t
tp
『『w
w
w
a
o
m
o
r
l・

 

「
？u
ne
to
c
nn
e・J
p』l
ve『
 

httP
sミ
w
w
w・g
o
c
c

l
orJ
p』iv
e『
 

ht
t
P
ミ
w
w
w・a
o
m
o
d

ー
 

p
c・a
c・J
p『ta
tl・htm
 

※
悪
天
候
等
で
祭
り
中
止
の
場
合
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
甚
句
 

盆
踊
り
大
会
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
事
務
局

費
（3
5)
1
4
2
2

千
葉
 

●

8
月
1
6日
困
、
1
7日
国
 

1
9時

、
2
1時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

◇
種
目
 
五
所
川
原
甚
句
・
津
軽
甚
句
 

◇
団
体
 
1
団
体
5
人
以
上
 

交
通
費
支
給
 

9 平成13年 8 月 1日 五所川原市役所 公35-2111 

◇
踊
り
参
加
者
全
員
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
 

第
4
回
と
っ
て
お
き
の
 

五
所
川
原
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

五
所
川
原
郵
便
局
貯
金
保
険
課
 

公
（
3
4)
3
2
0
5

葛
西
 

◇
題
材
 
五
所
川
原
の
良
さ
を
伝
え
る

風
景
、
風
物
詩
な
ど
。
 

◇
応
募
規
定
 
サ
イ
ズ
は
、
2
L
判
 

（カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
問
わ
ず
）
で未

発
表
の
作
品
に
応
募
票

（
郵
便局
に

あ
り
ま
す
）
を
貼
り
付
け
て
郵
便
局

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
締
切
 

平
成
1
4年
1
月
3
1日
困
 

※
詳
し
く
は
、
郵
便
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

東
北
電
カ
か
ら
の
お
願
い
 

東
北
電
力
開

五
所
川
原
営
業
所

公
（
3
5)
2
1
5
1
 

最
近
犬
を
飼
う
家
庭
が
増
え
、
検
針

時
の
犬
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

日
頃
の
管
理
に
は
十
分
注
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
検
針
員
が

正
確
・
安
全
に
検
針
す
る
た
め
、
愛
犬

を
確
実
に
つ
な
い
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
つ
な
ぎ
場
所
は
、
玄
関
先
や

メ
ー
タ
ー
器
の
下
を
避
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
 

、
 

弔
慰
金
・
見
舞
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
 

市
民
課
市
民
係
 
内
線2
2
0
 

交通安全は家庭から 

（平成13年7月20日現在） 

青森県内 五所1順警察署管内 

発生 4,992 (+268) 224(+ 34) 

死者 49 (- 	16) 2(+ 2) 

傷者 6,305 (+376) 286(+ 48) 

( ）内は、前年対比 

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

交通事故概況 
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タ
ー
器
の
下
を
避
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
 

交通事故概況 
（平成 13年7月20日現在） 

交通安全は家庭から 

青森県内 五所I順警察署管内 

発生 4,992 (+268) 224（十 34) 

死者 49 (- 	16) 2(+ 2) 

傷者 6,305 (+376) 286(+ 48) 

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

公
（3
5)
2
3
0
5
 

一
般
（在
校
生
を
除
く
）
から
1
0月
採
 

用
自
衛
官
と
し
て
陸
・
海
・
空
の
自
衛
 

官
を
左
記
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
 

◇
願
書
締
切
日
 
8
月
1
7日
国
 

◇
採
用
試
験
日
 
8
月
2
4日
国
 

◇
試
験
会
場
 
弘
前
駐
屯
地
 

（
弘前
市
原
ケ
平
）
 

◇
年
齢
 
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
子
 

大
韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
共
和
国
、
 

中
華
人
民
共
和
国

（台
湾
）
国
籍
の
特

別
永
住
者
と
し
て
現
在
永
住
し
て
い
る

方
な
ど
で
元
軍
人
軍
属
等
で
あ
っ
た
皆

さ
ん
及
び
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
（
、
弔

慰
金

・
見
舞
金
が支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 
昭
和
1
2年
7
月
7
日
以
後

の
公
務
傷
病
に
よ
り
 

①
昭
和
1
6年
1
2月
8
日
以
降
死
亡
さ
れ

た
方
の
遺
族
 

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
 

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
方
の

遺
族
 

◇
支
給
内
容
 

●

右
記
の
①
又
は
③
に
該
当
す
る
方
は
 

弔
慰
金
2
6
0
万
円
 

・

右
記
の
②
に
該
当
す
る
方
は
見
舞
金

等
4
0
0
万
円
 

◇
請
求
期
間
 
平
成
1
3年
4
月
1
日

、
 

平
成
1
6年
3
月
3
1日
 

◇
請
求
窓
口
 

市
役
所
市
民
課
窓
口
1
番
 

●

8
月
2
1日
因
 
1
8時

、
2
0時
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
園
」
 

年
に
一
度
の
入
所
者
と
市
民
の
方
々
と

の
交
流
を
持
つ
機
会
で
す
。
 

年
々
、
参
加
地
域
の
範
囲
も
広
が
り
、
 

仮
装
盆
踊
り
（
の
参
加
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
市
民
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
 

五
 
所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署
 

毎
月
1
日
は
、県
民
交
通
安
全
の
日
 

( ）内は、前年対比 

ー運転はゆったりハートにしっかりベルトー 
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材 料（6人分） 
豚挽肉 	・450g 
冷凍えび 	8'-9尾 
ノ玉ねぎ 	1個 
、片栗粉 	大さじ4A 
片栗粉…大さじ41た 

サラダ菜 	6枚 

プチトマト 	12個 

〈酢じようゆ〉 

酢 	大さじ3 
しょうゆ…大さじ11た 

スキムミルク 	50g 
オイスターソース・・・大さじ3/4 
しょうゆ 	大さじ3/4 
日本酒 	大さじ11た 

塩 	 大さじ3/4 
しょうが汁 	大さじ1た 

ごま油 	 大さじ1/2 
こしょう 	 少々 

練り辛子 	 適宜 

TI 
塩分：2.lg] 

～カルシウムたっぷり～ 

牛乳・乳製品を

使った料理 

 

五所川原市食生活改善推進員会  

健 康 相 談 I  だんごシユウマイ I 

r 

月 	日 時 間 相 談 内 容 従事者 

8 月 8 日困 

【会場】 

働く婦人の
家・保健セ 
ンタ― 

八U
 

2
  

●

1
 

●
ー
 

0
 
0
 
0
 
0
  

★午前は血圧相談で

す 

血圧測定、尿検査、 
病気の相談・こころ
の相談等も受けます 

はっらっ
女性課 

看護婦 

13 】 

1 
15: 

00 

00 

★午後は糖尿病を防
ぐ食事相談です 

何を、どれだけ、ど
の様に食べたらよい
のか。食に関する相
談を受けます。 

はっらっ
女性課 

管理栄養士 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください 

※時間内であればいつでも相談ができます。ご利用く
ださい。 

みんなの健康教室 

◆場 所・・・8 月24日（」り13時～14時まで 

◆時 間・・・保健センタ- 3階ホール 

◆テーマ…『脱水症と熱中症』 

一 ◆講 師…江渡 諒治先生（江渡内科医院） 

’ ◆主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 	日 時 間 場 	所 

●毘沙門地区 
9 	: 30 白川商店前 

8 月 8 日困 1 
10 : 30 

●長富地区 
11: 00 大久保製作所株式会社 

8 月 8 日困 、 青森工場前 

12 : 00 協賛】五所川原市赤十字 
奉仕団長富分団 

鳥羽工産株式会社 
13 : 30 ッガル工場前 

8 月 8 日困 、 

15 : 30 

作り方 
①えびは7~8mmに切る。玉ねぎはみじん切りにして

片栗粉をまぶす。 

②挽肉と①をよく混ぜ合わせ、Aを加えてさらによく混

ぜる。 

③②のたねを30等分にしてラグビーボール状に丸め、 

片栗粉をまぶしておく。 

④蒸し器で1 2-1 3分蒸す。（レンジ可） 

⑤器にサラダ菜をしき、シュウマイをのせてプチトマトを

飾り、酢じょうゆ、辛子を添える。 

島驚轟響習響貧

呼最答でウムは吸収が良しの 

猿医療‘当番E  

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

8月 5 日 日
  

清水クリニック 
五所川原市
鎌谷町103-1 

35-3663 

8月12日 口
］
 
 

図佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市
弥生町4-2 

35-4155 

.1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2. その他、消防署（救急病院紹介云34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 
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～カルシウムたっぷり～ 

◆ 	牛乳・乳製品を 

讐ン二  使った料理 
' ― 五所川原市食生活改善推進員会 

, 
妙 

冷凍えび 	8~9尾 オイスターソース・・・大さじ3/4 冷凍えび 8-9尾 オイスターソース・・・大さじ3/4 

！玉ねぎ・ 	1個 しょうゆ 	大さじ3/4 

、片栗粉 	大さじ4A 日本酒 	大さじ11た 

片栗粉‘・・大さじ41た 塩 	 大さじ3/4 

サラダ菜 	6枚 しょうが汁 	大さじ1た 

プチトマト 	12個 ごま油 	 大さじ1た 

〈酢じようゆ〉 

酢 	大さじ3 練り辛子 	 適宜 

しょうゆ・・・大さじ11た 

材 料（6人分） 
豚挽肉 	・450g ースキムミルク 	50g 

健 康 相 談 

  

だんごシュウマイI 

  

月 	日 時 間 相 談 内 容 従事者 

8月 8日困 

【会場】 

働く婦人の
家・保健セ 
ンタ― 

10: 00 
i 

12 : 00 

★午前は血圧相談で

す 

血圧測定、尿検査、 
病気の相談・こころ
の相談等も受けます 

はっらっ
女性課 

看護婦 

13 : 00 
1 

15 : 00 

★午後は糖尿病を防
ぐ食事相談です 

何を、どれだけ、ど
の様に食べたらよい
のか。食に関する相
談を受けます。 

はっらっ
女性課 

管理栄養士 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください 

※時問内であればいつでも相談ができます。ご利用く
ださい。 

みんなの健康教室 

[1人分：2771nl 塩分】2.lg] 

TI 
◆場 所・・・8月24日金13時～14時まで 

◆時 間…保健センタ- 3階ホール 

◆テーマ・・・『脱水症と熱中症』 

◆講 師・・・江渡 詳治先生（江渡内科医院） 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 	日 時 間 場 	所 

3
 
3
 
0
 0
  

9
 

1
0
 

 

●毘沙門地区 
白川商店前 

8月 8日因 

●長富地区 
ii: 00 大久保製作所株式会社 

8月 8日困 i 青森工場前 

12 : 00 協賛】五所川原市赤十字 
奉仕団長富分団 

鳥羽工産株式会社 
13 : 30 ッガル工場前 

8月 8日困 、 

15 : 30 

作り方 
①えびは7-8mmに切る。玉ねぎはみじん切りにして 

片栗粉をまぶす。 

②挽肉と①をよく混ぜ合わせ、Aを加えてさらによく混 
ぜる。 

③②のたねを30等分にしてラグビーボール状に丸め、 

片栗粉をまぶしておく。 

④蒸し器で12-13分蒸す。（レンジ可） 

⑤器にサラダ菜をしき、シュウマイをのせてプチトマトを 

飾り、酢じょうゆ、辛子を添える。 

醗驚轟専認議慧 
呼

総与でウムは吸収が良しのて 

	 横1二角ニ~ 

	

 	医療当隣~ 
~王 

り告●“、」 吟 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

8 月 5日 日
  

清水クリニック 
五所川原市
鎌谷町103-1 

35-3663 

8月12日 日
  

図佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市
弥生町4-2 

35-4155 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2. その他、消防署（救急病院紹介云34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 
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